
体育科 に お け る 背楽教育 （ そ の 1 )
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I 研 究 目 的

体育実技 の 内， 体操， 闘踊 等 に お い て ， 音 楽 は重要な 訟義 を持 ち ， 全体的演技 の み な ら
ず， 枯本的 リ ズ ム の把 桐 の た め に も ， 体育科 に お い て は例等か の音楽教育が必要で あ る 。
床 運動， ダ ン ス 等 の 構成 に お い て は， 音楽 的構成 も 考慮 さ れな ければな ら ず， 楽式論， ァ
ナ リ ー ゼ 等 を 忘れて は な ら な い。 近年， 卿罪 の体育的価伯等の論議 も 耳 に す る こ と が多 く ，
それ ら に 伴 う 舞踊音楽の研究お よ び教育は， 芸術的， 実用的 と に かかわ ら ず， 体育科 に お
い て は， ま す ま す必要性が大 き く な っ て い る と 思われ る 。 そ こ で， 国 内体育科音楽教育 の
視状考察を 行 い， 加 え て ， そ の 再検討 を試み てみた。

II  全 国体育科音楽科 目 調査

こ れ は， 大学 1 1 佼， 屈期大学 8 校お よ び国立大学教育学部特殊教科 高校体育 コ ー ス の
叶 25 校 を 対照 と し て 調査 した 糾果て あ る 。

第 1 人 全国休育利にlゞけ る 背楽H H 人 ( ) 1り はそ I}）分野 を合 lj• (li麿1140年度現在）
- - -. . - - - .  

学 校 名 音 楽 科 日 学 校 名 音 楽 朴 l」
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大 阪 休 育 大 音楽 （声） 屈 立 長 崎 1、!f. I 音楽， 音理， ピ ア ノ ， 声楽
国 土 館＿口に 音楽 ＇ 九 州 女 Jr• 1，豆 I ,音理 （声） ， ピ ア ノ
順 ）〈 党 ）く ナ シ 東京女 『休有い 音理， ピ ア ノ ， 声楽
犬 理 ）く 音楽 （声） ， ピ ノ＇ ノ ［日本休＿百女子1喜 音楽， ピ ア ノ ， 声楽
中 以 大 音楽 （声） ， l＿1 本女子体育i豆 音楽， ピ ア ノ ， 声楽
中 京 女 子 大 音楽， ピ ア ノ ， 臼楽 ＇ 三島学園女子知 音楽， ピ ア ノ
東 京 教 育 大 舞踊伴奏法 I 武 貼 川 女 子 知 ピ ア ノ
東京女子休育大 音理， ピ ア ノ ， 声交 鹿 児 島 大 来式論， ピ ア ノ
I l -I

―
＿禾―休 行 ）；： 音楽， ピ ア ノ ， 声楽 金 沢 ）く 伴奏法

l .1 本女
←
［休肯大 粁理， ピ J’ ノ ， ｝ti ,｝ピ 且［ 都 学 芸 ）く fl’. J豆法

(t） 1 ▲ ｛本有学晶抄）‘- -^9 凶 犬11 )( i ナ シ'
1 卜1 本 大 ナ シ- ---— - - -1 1 f 1/ I i )ぶ は 大 音楽
県 立 岡 山 短 音楽， ピ ア ノ ネ苗 島 ）く ピ ア ノ （伴奏法）

- ．． -• ..- 、 --- ． 、·• - - ． - -· • • • 

備考 1 ピ ア ノ は， 器楽 と な っ て い る 学校が 多いが， そのほ と ん ど全部が， ピ ア ノ 以外の楽器を
用 い て な いので， 表では ピ ア ノ と し て統一 し た。

2 二の学校は， 資料未回収のため， 内容等， 不鮮明であ る。
3 九州女子短大の音理は， その内容か らみて， 音楽 と し て 扱 う う こ と に す る 。
4 伴奏法は， ピ ア ノ 錬習が中心 と な っ て い る ので， ピ ア ノ に含め る こ と にす る 。 (IIIの現

状考察におい て）
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表に よ る と， 全 く 音楽科 目 の無い学校が， 3 校あるが， 順天堂大学では， 男子学生が多
いためと思われ， 高知大学では， 新設間もないためと の こ と。 また日本大学は不 明 であ る 。
こ の 3 校を除いて， 各校共何 ら か の音楽科 目 がと り いれ ら れてい る が， そ の教科内容は，
多 く の 場合， 一般的な音楽教育の みであ り ， 体育学生のための特別な教育方法は， いまだ
行われていない よ う であ る 。

III 科 目 別の現状考察

(1) 一般音楽 · · · · (12 佼）
音楽科 目 の内， 最も多 く の学生か受謡で き る 科 日 であ る か， 受 謡方法は 2 種類にわ け ら

れ る 。
イ ）・ ・ ・ ・ 一般教養科 目 の 一つと して， 他学合1；の学生と同 時に受講す る 場合。
ロ ）・ ・ ・ ・ 体育科だ け の学生が受講す る 場合。

イ ） は， ど う しても一般音楽と しての内容にとどま る こ とは， やむを得ない。 口 ） は講
師に よ り ， 体育学生の ための内容が講義さ れてい る 。 「講師によ り 」 と述べ た のは， 休育
科と して， 何 ら か の特別な内容 を 考慮 してない場合もあ る か ら であ る 。 体育科 の設置基準
には音楽科 日 がないの で， 総合大学においては， い き おい他学部との合同講座 と な る こ と
はやむをえないと し ても， 体育科 のみの場合は， 後に述べ る よ う な特別な講義内容が望ま
しい。 （実数不 明なが ら ， 口 ） の方が多い）

また別のわ け方をす る と， 次の よ う にな る 。
ハ）・ ・ ・ ・ 声楽を含む場合。 ・ ・ ・ ・ ( 6 校）
二 ）・ ・ ・ ・ 声楽を含まない場合。 ( 6 校）

ハ） は， 「高校音楽」 といった 教科虜を川 い る こ と力喜多 く ， べJ やもす る と ， 閻等学校程
度の総合音楽教育 の や り なお しとなってい る 。 そ し い この 科 目 の他 に は， 音楽科 日 を持
た ぬ場合 が多い。 それでも， 時間数， 謡師， 費用等の面 で むづか しい こ と を 息え ば， こ の
科 日 のあ る こ とを ， む し ろ よ ろ こ ぶべ き であろ う 。 声楽は後に述べ る ご と く ， 特に体 育 に
必要でないため， こ の 科 目 に含め てあ る のかも知れない。

と こ る で， この I
ー一般音楽」 は， む し ろ な く ても良いのて はないか と 思わ1 し る 。 J--1」記な

かき り ， 次に述べ る 音楽理論， 器楽， それに舞踊 音楽論等 の科 目 にわけて1すいにいもの で
あ る 。 「一応， 音楽科 目 を」 といっ！こ， そ の場か ぎ り の考 え方の ために， あま り 役にた た
ぬ総合科 目 をおいても， 学生にとって， 単位数の 一つに し かな ら ない の ではなか ろ う か。
もっとも， 皆， 低い水朔 の 内容 とい う わけではないが， 広 く 浅い音楽教育は， 一考 の余 地
があ る よ う に思え る 。

講師 の 立場にも， 純粋音楽的 と ， 体育学生のための 音楽， いわゆ る 広義の 休育音楽的 と
の二つ がぢえ ら い る 。 し か し， 体育科において は， 一般音楽概論も必要な ことで あ る が，
後者 の立場であ り たい と 思、 う ゜

(2) 音楽理論 ・ ・ ・ ・ ( 7 校）
こ の科 目 は， 1) の一般音楽に合めて講義 さ れ る こ とが多 く ， 箪独 の講座は少ない。 ま

た， 楽奥を中心と してい る 場合が多いが， 楽典とは， 記譜法に関す る 諸約束であ り ， 音 楽
理論に先行 し て学ぶべ き もの であ る 。 こ れは， 中学， 高等学校にて終了 し てい る はずであ
り ， こ こ で中心をな してい る こ とは， 学生の音楽知識 の低さ のためのみであろ う か。 あ る
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いは， 各 々 の区別がつ けに く いため， 刑論的な も のをすべて 「音楽理論」
のか も 知れない。 念 のため音楽理論の内容を調べて乃 る こ とにす る 。

論
論
学
論
論
等
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と解釈してい る

ソ ル フ ェ ー ジ
和 声 学
対 位 法
楽 式 論
管 絃 楽 法
旋 律 法

となってい る 。 （音楽辞奥に よ る ）
つまり， 作 曲 法全般と考 えて良い。 なかで も ， 伴奏法， 舞踊音楽の研究に欠かす こ との

で ぎ ないのは， ソ ル フ ェ ー ジ， 和声学， 楽式論， リ ズ ム 論， 楽句 論等であ ろう。 しかし，
こ れ等が充分に購義され る こ とな く ， 単な る， ピ ア ノ 練習や声楽を楽しむ こ とが多いのは，
音楽坪論ナなわ しら 楽典で良いとす る 考 え方が支配してい るためではなか ろ うか。

こ の利甘 が， 一般音楽や閤楽と同 じ く らいに， いやそれ以上に講義さ れ る こ とを望んで
やまない。

なお， 音楽理論とは別にな る が， 音楽学の分野におけ る， 音楽心狸学， 音 楽 史笠 丸 ，
育学生のために重要であ ろ こ とをつ け く わ えてお く ()

(3) 閤楽 ・ ・ ・ ・ (18 校）
科 目 表では， ピ ア ノ と書いたが， こ こ では， 本来の怠義を考え る ため 器楽とした。 また，

伴奏法 も ， 結局は ビ ア ノ で行なわれてい る こ と が多いので， こ こ に含めてお く 。
先に 1) の一般音楽の項で 「最 も 多 く の学生が受講で き る ・ ・ ・ ・ 」 と述べたが， その 12

校 よ り堺楽の方が多 いのは誤りと思われ る か も 知れない。 しかし， 器楽の場合， 学校数は
多 く て も ， ほとんどが女了学生に限 ら れてい る ので， 学生数では， やはり一般音楽の方が，
多いのであ る 。

さ て， 陥楽とは， 楽悶に よ る 音楽であり， 声楽に対す る 言葉であ る こ とは言うまでも な
い。 すなわち， 全ての楽器 を 含んでおり， ピ ア ノ に限 る必要はないのであ る 。 ピ ア ノ 以外
の楽器を練習してないな ら ば， むしろ 「ピ ア ノ 」 とした方が， はっ き りしてい る 。 おそ ち
く ， 伴奏楽器として各種打楽器等 を も 含むはずの も のが， 何かの理 由に よ り， いつのまに
かピ ア ノ だ けとなり， 科 目 名はそのまま器楽として残ったのであ ろ う。 ピ ア ノ は， 楽器の
中で も ， 万能と言われてい る が， グ ラ ンドに持ち 出す こ と も 不可能に近いし， 体育館に も
常備されてない場合 も あ る こ とを考え る と， かっての器楽に も どして， 打楽器等を， ピ ア
ノ と併行して練習す る べ き であ る 。 現に， 多 く の休育指遵者は， 特殊なタイ コ を， ドン，

ドドン ！ と達当に打ち鳴 らしてい る 。 動 き のリ ズ ム と音のリ ズ ム の把握が各人各様であ
るため， 「適当」 に鳴 ら してい る のであ ろう。 こ の場合 も ， 器楽として正しい奏法を， そ
して音楽理論によ る 正しい音楽的リ ズ ム の把握を再検討しなければな る まい。

と こ ろ で， かりに器楽すなわちピ ア ノ であった と して も ， その内容は， どのような も の
であ ろ うか。

体育科においては， 芸術的， 音楽的にピ ア ノ を演奏す る こ と も 大切であ る が， それ以lて
に， 身近な問題として， 休操および舞踊 伴奏の出来 る こ とが必要であ る 。 動ぎのリ ズ ム や
リズ ム パタ ー ンの表現は， 音 楽的な それと異る も のを要求する場合 も あり， 何より も ， リ
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ズ ム や フ レ ー ズを正しく理解し， 演 奏でき る こ とが大切であ ろう。 第 1 表の科 目 表に示 さ
れる ごとく， 国立大学では， 「 ビ ア ノ 」 でなく， 「伴奏法」 となってい る ことは， 注 目 すべ
きである。 限られた時間内で， より効果をあげるためには， 伴奏法のためのピ ア ノ 練習で
あ っ て良いのではなかろ うか。

言うまでもなく， 音楽的ピ ア ノ 練習も別 個に存在す る ことが望ましいが， とにかく， ベ

ートー ベ ンを立派に再現できても， 次々と変化する動きの伴奏がで き なくては， 体育者の
ピ ア ノ と しては， 不適当であろう。
（即興演 奏について）

体育科におけ る 伴奏法で粽， 即興演奏が重要な位置をしめているので， 特にとりあげて
みた。

即興演奏とは， 楽譜の準俯など， 事前の用意なしに， 感興のおもむくまま練想を行いつ
っ， 即席に作 曲 しながら演奏す る ことであ る 。 しかし， 必ずしも， 「即席に作 曲 しながら」
つまり， 創 作しながらでない場合もあ る 。 むし ろ ， その方が多いかもしれない。

イ ） ・ ・ ・ ・ 装飾演奏を中心とした場合。 （対位旋律の即興や変奏を合む）
ロ ） ・ ・ ・ ・ イ ） を含まない創作的即興演奏。

音楽史的にみても， はっきり区別できないけれども， ほぼ次のようであ る。
0音楽と舞踊 とが， 同時に行なわれていた古代。 ・ ・ ・ ・ ロ ）
〇中世の単旋律聖歌で ア レル ヤ ， メ リスマの装飾唱や， フ ォ ー ブル ド ンの伴奏声の旋

律即興等。 ・ ・ ・ ・ イ ）
017 世紀からの， 通奏低音奏法。 ・ ・ ・ ・ イ ）
017, 8 世紀のイ タリ ア 歌劇の ア リ アで， 同一旋律をくりかえすときの習慣としての

装飾的即興唱法。 ・ ・ ・ ・ イ ）
〇ベ ー ト ー ベ ンの時代までの器楽協奏 曲におけ る カデ ン ツ ア 。 ・ ・ ・ ・ ロ ）
016, 7, 8 世紀， 教会で ミ サの合間に， パ イ プオルガンによる 「 ソ ナタ」 の演奏 。 ・ ・ ・ ・ ロ ）
0「 ソ ナタ」 から， あるテ ー マ に基き， フ ー ガ的， 変奏的に即興する 「 自 由 フ ァ ンタ

ジ ー 」 への発展。 ・ ・ ・ ・ ロ ）
註 1 こ こ に述べた 「 ソ ナ タ 」 は， ハ イ ド ンによ り 確立 さ れた， 現在 の 「 ソ ナ タ 」 と は異る。
註 2 自 由 フ ァ ソ タ ジ ー 。 厳格な形式によらず， 自 由 な形式に よ る 楽曲。 た と え ば， バ ッ ハ の コ ラ

ー ル前奏曲等。 チェ ‘ノバ ロ ， ビ ア ノ におい ては， D. スカル ラ ッ テ ィ ， モ ー ツ ア ル ト ， 特に
ベ ー ト ー ベ ‘ノ ， そ し て ， リ ス ト 等は ， こ の分野における 名 手であ っ た。

しか し， 即興演奏の傾向は， 19 世紀半ばにはすたれ， 現在では， ジ ャ ズやスイ ング音
楽に， この姿をみ る ことができ る 。

この種の演奏には， 楽器の奏法的テク ニ ックの他に， 作 曲 法的テ ク ニ ッ クが必要であり，
したが っ て音楽理論の項で述べた ごとく， より高度な理論の修得が大切なのであ る 。

タイ コ等では， 一般にこの即興演奏によ る 伴奏が行われており， むしろ 「タイ コ 舞 伯」
といった， 既製楽 曲 は， ほとんどあ る まい。 逆にピ ア ノ の場合は， 前記の よ う に， よ り複
雑， 高 度な技術を必要とするため， ほとんど既製楽 曲 が用いられているようであ る 。

現実には， 始めてピ ア ノ にふれる学生も多く， 結局， バ イ ニル笠， 初 歩の メ ト ー ドの；；大
で講座が終ってい る ことも， まれではない。

あ る 体育科では， 「伴奏法」 となってい る が， ：必修の半年ない し、 一年間は， バイ ニ ルの
練習で終り， 後， 選択すればともかく， それ ぎ り ピ ア ノ からはな れて し ま っ てい る のも，
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伴奏法実践 の 困 難を物語って い る 。 けれ ど も 音楽実技 の 内で も ， 直接休育に関連性を持つ，
こ の伴奏法は， 何 ら か の方法で修得 さ れな けれはな らない。
(4) 声楽 ・ ・ ・ ・ ( 8 校）

単独科 目 をおく学校が， 器楽にくらべて少い のは， 声楽家養生的指導法の 場合が多く，
また， 民舞等の 一部を除 いて， 声 のみによる伴奏が少いこ と ， つまり， 、ノ ル フェ ー ジを除
いて直接体育に関連性が薄 いためであろう。

ソ Jレ フ ェー ジ， すなわち「階各を用いて， 聴覚， 音 程， リズ ム ， 拍 子 の訓 練を行うこと」
により， 正確な動きを把握し， それに合った伴奏を行うこ と ができるようになるであろう。
このことは， イ タ リ ア 歌 位 の 一つを， 発音， 発声， ・ ・ ・ ・ と， 何週 間もかけて マス タ ー する
より， 重要な意義を持つと思われる。

閤楽と異り， ほとん どの学校では， 多人数での レ ッ ス ンであり， やむなく， コ ー ル ュ ー

ブン ゲンを斉 唱し， コ ー ラス をして時間をうめている。 個人的レッス ンの出来る のは， 試
験の時だけ， といった変則的な教育方法となっているのは残念なこと と 思う。

歌 う ことは， だれもがある程度可能であり， 学生にとっては， 本来の練習としてより，
楽しむため， あるいは， 単位数のために受講している場合が多い のは， 一般音楽と同様で
ある。

ソ ル フ ェ ー ジを除 いて， この分野は， 休育学生のために， 特に必要とは思えない。
歌 曲 ， 合 唱 山 等， 声楽 曲 そのものを理解するためと言えば， 他のあらゆる科 日 と同様に，

選択できることが望ましい のは， 言 う までもない。
以上， 極論となったかも しれないが， 一般音楽， 音 楽理論， 器楽， 声楽と考察をしてみ

た。 まとめると次の よ うになっている。
0一般音楽 ・ ・ ・ ・ 音楽通論， 音 楽概論
0音 楽理論 ・ ・ ・ ・ 楽典中心が多い
〇器 楽 ・ ・ ・ ・ ビ ア ノ初 歩練習
〇声 楽 ・ ・ ・ ・ 声楽科的要素が強い

22 校において， 一応音楽科 目 をおきながら も ， 休育科として の特別 教科ではなく， 音
楽学校 のまね ごと， それ も ， あまりに， ピ ア ノ 科的， 声楽科的， あるいは， 教員科的であ
る。 むし ろ ， 作曲 科的であるべ き ではないか， と思われる。 作 曲 法全般， そして， 作 曲 家
と しての基礎知識や技術こそ， 体育者に必要ではなかろうか。

IV 体育科に お ける 音楽教育の在 り 方

より体育科に遮した音楽科 目 及び講義内容は， いかにあるべきか。 現状考察の結果から，
ここに一例として科 目 表を作ってみた。

この表は一例にすぎず， よりす ぐれた科 目 表 も 作れ る であろう。 また現在の体育科にお
いては， こ のように多くの時間を音楽科 目 の ためにさくことは， 無理かも 知れない。 しか
しぜひ必要なことは， 次の解説で も 理解できると思われる。
(1) 器楽 ・ ・ ・ ・（ピ ア ノ）

本来の器楽として， 打楽器等のリズ ム 楽器も， できるだ け練習できる機会を与えたい。
しかし， いずれピ ア ノ中心になると思われるので， ここでは， ピ ア ノ について述べること
にする。
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年学 ー
第2 表 音楽科 目 表の一例

2 3
 

（必） • • •必修 （選） …選択

4 

器 楽―—，→ 器 楽一 … ： • •器 楽… … ＇…器 楽
（必） ！ （必） ： （選） i （選）

ソ ル フ ェ ー ジー一三 、ノ ル フ ェ ー ジー ・ ・ ・ ；…声 楽… … i…声 楽
（必） （必） （選） （選）

作 曲 法—―：→ 作 曲 法一 … ［…作 曲 法… … ；…作 曲 法
（必） ： （必） ： 

: : （選） ！ （選）
！ →l 件 奏 法――l→伴 奏 法

! （必） ！ （必）
！ 舞 踊 音 楽 論――！→舞 踊 音 楽 論
； （必） ； （必）

必修の二年間でバイエル程度は終了 し， その上に， やや高度なテ ク ニ ッ ク ま で到達で き
るであろう。 伴奏法へ移行するた め に も ， こ の程度のテ ク ニ ッ ク が， 最低限必要であり，
可能な らば， 体育科にピ テ ノ の練習がある こ と を， あらか じ め 明示し， 高等学校時代に，
多少の練習をしておくような 系統だった， 教育が望ましい。

教材については， より表現的， 実用的な， ブル グ ミ ュ ラ ー 笠の方が， ソ ナ チ ネより効果
があ る と 思われ る 。

3, 4 年次では， 伴奏法に重心を移すのでピ ア ノ は選択 と した。 よ り高度な テ ク ニ ッ ク
を修め たい学生のた めにも 残してお き たい。
(2) 、ノ ル フ ェ ー ジ と 声楽

器楽 と 同 じ く ， 二年間必修 と した。 こ こ で， 階名 唱法， 音名 唱法等によ り ， 基礎的な 読
譜力やリ ズ ム 感覚を修め たい。 そしてなお， 声楽へ進む学生のた めに， 3, 4 年次は， 声
楽を選択 と しておいた。
(3) 作曲法

あ らか じ め述べてお き たい こ と があ る 。 現状考察の音楽理論の項において， 音楽理論の
重要な こ と をうたいな がら， この科 目 表に欠けているのは， 作 曲 法 と 同義的内容であるた
め， 講義 と してより， 実技 と して扱いた ＜ ， 作 曲 法に含め たのである。 一般に， 作曲法は
和声学， 対位法， 楽式論及び管絃楽法 と で構政 さ れてお り ， こ の他の重要な音楽理論は，

「舞踊音楽論」 に合める こ と にした。
教科内容

0和声学， 対位法， 楽式論の涼腎
〇 キ ー ボ ー ド， ハ ー モ ニ ー

〇 ア ナ リ ー ゼ
等。

よ り高度な 作曲法を望む学生のため， 二年間の必修の他， 3, 4 年次に選沢 と して残 し
た。

以 上の器楽， 、ノ ル フ ェ ー ジ， 作 曲 法を， 某礎的音楽科 目 と し， こ れ等の発展， 応 用 と し
て， 3, 4 年次に， 実技の「伴奏法」 と ， 講義の 「舞踊音楽論」 をお く こ と に した。 も ち
ろん必修である。 こ の二つが， いわば休育学生のための特別教科 と 考 えたのであ る 。
(4) 伴 奏法

「舞踊 伴奏法」 と してないが， 舞踊の休育にお け る 位置怜論議も 多く， そのよ う な 摩擦
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ほ， こ こ では さ けた ＜ ， 広く動 き の 倅奏法と解釈しておぎたい。 また歌 曲 や器楽の伴奏と
もまちがいやすいかもしれないが， ある意味では， 同 じ こ とでもあ ろ う。 動 き と音 との比
較研究は別の機会に行う こ とにする。

1,  2 年次にて修めた基礎練習を， こ こ で実際に動 き の伴奏として試みるのである。
教科内容

〇即興伴奏（装飾的即興及び変奏を含む）
0ジ ャ ズ コ ー ドネ ー ム による演奏
〇既製舞 曲 等の動 き に合った演奏

ジ ャ ズ コ ー ドネ ー ム による演奏は， 即興演奏の一種であるが， ジ ャ ズ風演奏そのものも
要求 さ れる こ とがあ ろ うし， 一応わけておいた。 前に動 き と音との比較研究は別の機会に
行うと追べたが， 「私の研究は ・ ・ ・ ・ 」 であり， 刈然， こ こ で， 問題となるであ ろ う。 いや，
集本的な動 き のリ ズ ム と音のリ ズ ム の比較研究 こ そ， 伴奏法を学ぶ上に， 中心となる テ ー

マ かもしれない。 リ ズ ム の正しい把握なしに， 伴奏する こ とは不可能であるか ら。 そのた
めにも， 次の舞踊 音楽論の講座を設 けてある。

ピ ア ノ 以外の打楽器裕による伴奏も必ず試みる こ ととする。
(5) 舞踊 音楽論

伴奏法において 「舞踊」 の語句 使用をさ け， こ こ ではそれを用いた こ とは矛盾している
ようであるが， 動 き のための音楽は， 多くが民族音楽あるいは ポピ ュ ラ ー 音楽であり， 芸
術舞踊の音楽をも含めるために， 広義の 「舞踊音楽論」 として， こ の語句を使用した。

教科内容
〇舞踊音楽史（民舞， 芸術舞踊等） およびその ア ナ リ ー ゼ
0流行 ダンス の研究
0動 き と音の リ ズ ム 論

流行 ダ ンス の研究は， 社会性を欠いた講義とならぬためにも一応おいてみた。
一方， 講義 を 中心とした科 目 は， こ れしかないし， 全く無関係ではないと思われるので，

音楽学の分野か ら 「音楽心理学」 を含めたいと思う。 音楽という刺 激による身体反応等は，
こ の科 日 として興味深いものがある。

こ のように幅 広い『1- E.I て あ り ， 学問的総合音楽研究の場としたい。

V 体育科設置基準に音楽科 目 を

体育科には， い く つかの音楽科 目 が璽要である こ とは， すでに述べたが， 充分な教育の
出来ない原因として， 設置基準にない こ とも大 き な障害となっているようである。 次に述
べる三つの要因からも， 当 然音楽教育は設置基準に含まれるべ き ではないかと思われる。

1) 音楽は人間形成の上において， 全体的教育の出発点である。 （プラトン）
2) 連動も音楽も， 共に時間的進行秩序である 「 リ ズ ム 」 が， 主要成因である。
3) 舞踊， 体操等において， 現実に音楽と直結している。

］） は一般論であり， すでに多くの書籍や論文 で， 専門学者の主張をみる こ とがで きる
ので， 説明は省略する。

2, 3) は， 体育科としての要因である。 こ れ らの二つの要因は， 特に体育科における音
楽教育の必要性と， その在り方を示 している。 (ill, IV, の項で述べた と おりである）
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この三つ の要因と， 第 1 表の ごと く ， 休育科 25 校 の う ち， 22 校までが， 必要性 を 認
めてこそ， 音 楽科 目 をおいていることを考え合せると， 体育科に音楽科 目 は不要とする，
現在大学設置基準は， このままで良いのであろ う か。

2, 3) の 要因からしても， せめて， 体育学生のための音楽科 目 だ けは， ぜひ設置基準に
含めてもらいたいものである。

Music Education in the Department of Physical Education 

- the Present Situation and a Proposal -

Tetsuya KIKUMOTO 

The purpose of this paper is to considerate the present situation of music education 
in the department of physical education in Japan, and further to propose a program for 
improvement. 

After the consideration of the present situation of music education a new curriculum 
is proposed. The curriculum is consist of instrumental music, solfeggio and vocal music, 
composition, accompaniment, dance music and the last two are to be special subjects for 
the department of physical education . 

Finally a proposal is given that music education should be compulsory to the depart­
ment of physical education . 




